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「平和国家としての歩み」について

外
交
史
料
館
で
は
、
外
務
省
周
年
事
業
や
外
交
史
上
の
重
要
事
件
・
人
物
に
ち

な
ん
だ
特
別
展
示
を
開
催
し
て
い
る
。
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
は
、
戦
後
八
〇

年
の
節
目
で
あ
り
、
国
際
連
合
の
創
設
か
ら
八
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
戦

後
日
本
の
平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
を
外
交
史
料
で
振
り
返
る
特
別
展
示
を
開
催

し
た
（
開
催
期
間
：
二
〇
二
五
年
一
〇
月
三
一
日
～
二
〇
二
六
年
一
月
一
五
日
、

好
評
に
つ
き
一
月
三
一
日
ま
で
延
長
）。

本
展
示
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
前
文
お
よ
び
受
諾
演
説
の
中

で
表
明
さ
れ
た
国
際
社
会
復
帰
へ
の
強
い
希
望
、
国
際
連
合
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
機
関
へ
の
加
盟
・
協

力
を
通
じ
た
国
際
貢

献
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の

積
極
的
な
開
発
援
助
に

よ
る
信
頼
関
係
の
回
復

な
ど
、
戦
後
日
本
の
平

和
国
家
と
し
て
の
歩
み

を
、
外
交
記
録
や
吉
田

茂
関
係
史
料
、
写
真
等

特
別
展
示

「
戦
後
・
国
連
創
設
八
〇
年　

平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
」
に
つ
い
て

を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
。

具
体
的
に
は
、「
講
和
へ
の
道
の
り
」、「
国
連
加
盟
前
か
ら
の
日
本
の
国
連
機

関
へ
の
協
力
」、「
国
連
加
盟
と
加
盟
記
念
大
会
の
開
催
」、「
コ
ロ
ン
ボ
計
画
（
コ

ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
）
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ
」
の
四
部
構
成
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
史

料
を
出
陳
し
た
。「
国
連
加
盟
前
か
ら
の
日
本
の
国
連
機
関
へ
の
協
力
」
で
は
、

展
示
パ
ネ
ル
に
、
関
連
史
料
の
画
像
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
国
連
教
育
科
学
文

化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
へ
の
加
盟
お
よ
び
、
国
連
拡
大
技
術
援
助
計
画
（
現

在
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、
国
連
児
童
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
）、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済

事
業
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
機
関
等
へ
の
日
本
の
協
力
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。
ま
た
、
展
示
パ
ネ
ル
と
は
別
個
に
、
史
料
の
背
景
に
つ
い
て

も
補
足
解
説
を
付
し
た
。

な
お
、本
展
示
会
開
催
に
あ
た
り
、出
陳
資
料
「
講
和
記
念
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
に
つ
い
て
は
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、

一
部
写
真
に
つ
い
て
は
、国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
よ
り
ご
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

ご
協
力
を
賜
っ
た
関
係
機
関
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
展
示
お
よ
び
紹
介
史
料
は
以
下
の
通
り
。
ま
た
、
主
な
展
示
史
料
の
画
像
や

概
要
が
、
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
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企
画
展
示
一
覧
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

○
外
交
史
料
館
Ｈ
Ｐ
「
過
去
の
特
別
展
示
・
企
画
展
示
一
覧
」

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/annai/honsho/shiryo/archive.htm
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ご
あ
い
さ
つ

本
年
は
戦
後
八
〇
年
の
節
目
に
あ
た
り
、国
連
は
創
設
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

戦
後
日
本
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
受
諾
し
て
、
主
権
を
完
全
に

回
復
し
、
正
式
に
国
際
社
会
へ
の
復
帰
を
果
た
す
と
、
近
隣
諸
国
と
の
関
係
改
善

に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
米
安
保
と
国
際
協
調
を
堅
持
し
、
い
か
な
る
問
題

も
武
力
に
よ
ら
ず
平
和
的
に
解
決
す
る
と
の
立
場
を
貫
き
、
核
軍
縮
・
不
拡
散
に

尽
力
し
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
日
本
は
経
済
社
会
開
発
へ
の
支
援
が
必
要
な
友
好
国
に
対
し
て
人
間
の

安
全
保
障
の
視
点
を
重
視
し
つ
つ
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
最
大
限
活
用
し
、

日
本
が
主
導
す
る
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
は
、
本
年
、
第
九
回
目

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
連
を
中
心
と
し
た
国
際
平
和
の
努
力
に
対
し
て

は
、
湾
岸
戦
争
へ
の
対
応
を
教
訓
に
、
国
際
社
会
の
責
任
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

自
衛
隊
の
派
遣
も
含
め
、
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
等
で
協
力
し
て
き
ま

し
た
。

本
展
示
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
前
文
お
よ
び
受
諾
演
説
の
中

で
表
明
さ
れ
た
国
際
社
会
復
帰
へ
の
強
い
希
望
、
国
際
連
合
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
機
関
へ
の
加
盟
・
協
力
を
通
じ
て
の
国
際
貢
献
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
積
極
的
な

経
済
協
力
に
よ
る
信
頼
関
係
の
回
復
な
ど
、
戦
後
日
本
の
平
和
国
家
と
し
て
の
歩

み
を
、
当
館
所
蔵
の
関
係
史
料
を
通
し
て
振
り
返
り
ま
す
。
本
展
示
が
、
日
本
の

国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
そ
の
た
め
の
外
交
努
力
に
つ
い
て
御
理
解
を
深
め
る
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
、
講
和
へ
の
道
の
り

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
四
月
二
八
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
が

発
効
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
連
合
国
軍
の
約
七
年
に
及
ぶ
占
領
が
終
了
し
、
日

本
は
完
全
に
主
権
を
回
復
し
て
国
際
社
会
へ
復
帰
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
が

講
和
を
達
成
す
る
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
九
五
〇
年
九
月
一
四
日
に
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
が
出
し
た
、
対
日
平
和
問

題
の
非
公
式
討
議
開
始
の
声
明
を
受
け
、
ダ
レ
ス
米
国
務
長
官
顧
問
が
示
し
た
対

日
平
和
七
原
則
に
関
す
る
覚
書
の
内
容
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
と
、
吉
田
茂
総

理
大
臣
は
外
務
事
務
当
局
に
対
し
、「
経
世
家
的
識
見
」
を
打
ち
出
し
て
、
講
和

へ
の
検
討
作
業
を
進
め
る
よ
う
督
励
し
ま
し
た
。

あ
た
か
も
東
西
冷
戦
が
極
東
に
も
波
及
し
、
講
和
の
方
式
、
安
全
保
障
の
確
保

な
ど
の
困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
な
か
、
吉
田
総
理
は
こ
れ
ら
高
度
に
政
治
的
な

事
項
に
つ
い
て
大
局
的
判
断
を
下
し
て
、
こ
の
難
局
を
打
開
し
、
多
数
講
和
に
よ
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り
早
期
締
結
へ
の
道
を
切
り
開
き
ま
し
た
。

一
九
五
一
年
九
月
七
日
、
吉
田
総
理
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
の
受

諾
演
説
で
、「
日
本
も
そ
の
輝
し
い
国
際
連
合
の
一
員
と
し
て
、
諸
国
に
よ
つ
て

迎
え
ら
れ
る
日
の
一
日
も
速
か
ら
ん
こ
と
を
祈
つ
て
や
み
ま
せ
ん
。何
と
な
れ
ば
、

ま
さ
に
憲
章
そ
の
も
の
の
言
葉
の
中
に
新
日
本
の
理
想
と
決
意
の
結
晶
が
発
見
さ

れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
、国
連
加
盟
へ
の
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。
翌
八
日
、

平
和
条
約
が
日
本
を
含
む
四
九
か
国
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
一　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
八
月
一
四
日

条
約
局
・
国
際
協
力
課
作
成

「
国
際
連
合
加
入
問
題
と
見
透
し
」

展
示
史
料
二　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
七
日

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
受
諾
演
説
の
原
稿

展
示
史
料
三　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
八
日 

署
名

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
）
認
証
謄
本

<

展
示
補
足
解
説>

§
講
和
準
備
段
階
で
の
国
連
加
盟
の
見
透
し

一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
勃
発
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ
は
早
期

に
講
和
を
進
め
て
日
本
の
独
立
を
達
成
さ
せ
、
西
側
陣
営
の
一
員
と
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
ま
す
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
対
日
平
和
七
原
則
に
は
、
安
全

保
障
な
ど
と
と
も
に
国
連
加
盟
の
検
討
が
列
記
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ

が
公
表
し
た
対
日
平
和
条
約
案
の
前
文
に
は
、日
本
の
国
連
加
盟
に
つ
い
て「
日

本
人
に
意
思
表
示
を
す
る
機
会
を
与
え
る
」
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

和
問
題
の
予
備
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
た
外
務
省
条
約
局
な
ど
は
、
ア
メ
リ
カ

の
条
約
案
を
受
け
て
も
、
東
側
諸
国
と
の
関
係
が
回
復
し
な
け
れ
ば
、
安
全
保

障
理
事
会
で
の
ソ
連
の
拒
否
権
に
阻
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
の
加
盟
は
難

航
す
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

§
平
和
条
約
受
諾
演
説
の
原
稿

受
諾
演
説
は
、
講
和
会
議
の
経
過
を
踏
ま
え
て
現
地
で
最
終
案
が
練
ら
れ
ま
し

た
。
当
初
は
英
語
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
米
国
側
の
厚
意
に
よ
り
、
急
遽
日

本
語
で
演
説
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
吉
田
の
、
日
本
語
で

の
演
説
な
ら
ば
罫
紙
や
ペ
ン
で
は
な
く
、
純
日
本
式
に
毛
筆
で
巻
紙
原
稿
に
書

く
の
が
よ
い
と
の
希
望
で
、
墨
筆
に
慣
れ
な
い
者
も
含
め
て
数
人
で
清
書
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
継
ぎ
合
わ
さ
れ
た
原
稿
は
、
演
説
予
定
時
刻
の
直
前
に
完

成
し
ま
し
た
。
下
読
み
な
く
演
台
に
供
さ
れ
た
た
め
、
貼
る
順
番
を
間
違
え
て

い
な
い
か
、
随
員
た
ち
は
気
を
揉
み
な
が
ら
吉
田
の
演
説
を
見
守
り
ま
し
た
。
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§
平
和
条
約
の
締
結
と
国
際
社
会
へ
の
復
帰

五
二
か
国
が
参
加
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
は
、
一
九
五
一
（
昭

和
二
六
）
年
九
月
八
日
に
ソ
連
な
ど
を
除
く
四
九
か
国
の
全
権
に
よ
っ
て
、
日

本
国
と
の
平
和
条
約
へ
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
四
月
に
平
和

条
約
が
発
効
し
た
こ
と
で
、
日
本
と
連
合
国
と
の
間
で
の
「
戦
争
状
態
」
は
終

結
し
、
日
本
は
約
七
年
の
占
領
か
ら
独
立
国
と
し
て
完
全
に
主
権
を
回
復
し
ま

し
た
。
平
和
条
約
の
前
文
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
条
約
案
を
基
礎
と
し
て
、
日
本

は
国
際
連
合
に
加
盟
を
申
請
す
る
意
思
を
宣
言
し
、
連
合
国
は
そ
の
意
思
を
歓

迎
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
は
更
に
国
際
社
会
へ
の

復
帰
を
進
め
る
べ
く
、
国
際
連
合
へ
の
加
盟
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
国
連
加
盟
前
か
ら
の
日
本
の
国
連
機
関
へ
の
協
力

日
本
は
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
の
加
盟
以
前
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
国
連
と
の
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
）へ
の
加
盟
は
一
九
五
一
年
に
実
現
し
、翌
年
度
に
は
、
国
連
拡
大
技
術
援
助
計

画（
現
在
の
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）へ
の
拠
出
を
決
定
し
ま
し
た
。
国
連
児
童
基
金（
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｆ
）
と
の
間
で
は
、
日
本
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
脱
脂
粉
乳

な
ど
の
支
援
を
受
け
た
一
方
、
一
九
五
一
年
度
に
拠
出
を
開
始
し
ま
し
た
。

日
本
の
国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）へ
の
拠
出
開
始

は
国
連
正
式
加
盟
の
三
年
前
で
し
た
。
一
九
五
三
年
、
国
連
か
ら
拠
出
要
請
を
受

け
、
日
本
政
府
は
同
年
一
二
月
二
五
日
の
閣
議
で
同
拠
出
を
了
解
し
ま
し
た
。
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
へ
の
協
力
を
通
じ
て
ア
ラ
ブ
諸
国
と
の
関
係
を
促
進
し
た
こ
と
で
、
日

本
は
国
連
加
盟
へ
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は

一
九
四
九
年
に
国
連
総
会
決
議
に
よ
り
設
立
が
決
定
さ
れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
シ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
及
び
ガ
ザ
地
区
に
お
い
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
を

支
援
し
保
護
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

史
料
写
真
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
二
月
二
五
日

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
へ
の
拠
出
に
関
す
る
閣
議
了
解

<

展
示
補
足
解
説>

§
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
七
〇
周
年

一
九
五
三（
昭
和
二
八
）年
に
拠
出
を
開
始
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
は
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｗ
Ａ
を
通
じ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
三 

（
令
和
五
）年
一
〇
月
三
日
に
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
七
〇
周
年
を
記
念
し
、

ラ
ザ
リ
ー
ニ
事
務
局
長
を
招
い
て
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
と
外
務
省
の
共
催
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
、
国
連
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
穂
坂
泰
外
務
大
臣

政
務
官
は
、
引
き
続
き
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
と
緊
密
に
連
携
し
て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民

支
援
と
い
う
、
国
際
社
会
に
お
け
る
重
要
な
責
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
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三
、
国
連
加
盟
と
加
盟
記
念
大
会
の
開
催

日
本
の
国
連
加
盟
は
、
東
西
冷
戦
の
固
定
化
に
よ
り
複
雑
か
つ
困
難
を
極
め
ま

す
。
特
に
、加
盟
の
可
否
を
扱
う
安
全
保
障
理
事
会（
安
保
理
）で
拒
否
権
を
持
つ
、

東
側
陣
営
の
ソ
連
と
の
関
係
改
善
は
、加
盟
実
現
の
重
要
な
焦
点
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
五
六（
昭
和
三
一
）年
一
〇
月
一
九
日
、
日
ソ
共
同
宣
言
が
署
名
さ
れ
、
よ

う
や
く
加
盟
へ
の
糸
口
が
開
き
ま
す
。
同
年
一
二
月
一
二
日
、
安
保
理
で
、
日
本

の
加
盟
が
ソ
連
を
含
む
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
す
。
続
く
一
八
日
の
第
一
一
回

国
連
総
会
本
会
議
で
、
五
一
か
国
が
共
同
提
案
し
た
日
本
の
単
独
加
盟
案
が
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
、
日
本
は
八
〇
番
目
の
加
盟
国
に
な
り
ま
し
た
。
加
盟
を
受
け

て
登
壇
し
た
重
光
葵
外
務
大
臣
は
、
日
本
を
「
東
西
の
か
け
橋
」
に
例
え
た
演
説

を
行
い
ま
し
た
。

国
連
へ
の
加
盟
は
、
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
「
新
憲
法
の
制
定
又
は
対
日
平
和

条
約
の
締
結
に
比
肩
す
べ
き
国
家
的
慶
事
」
で
し
た
。
外
務
省
で
は
、
加
盟
を
記

念
す
る
こ
と
で
国
連
に
対
す
る
国
民
の
関
心
を
喚
起
し
、「
加
盟
国
々
民
と
し
て
の

覚
悟
な
い
し
識
見
を
培
う
」
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九 

四
七
年
の
創
設
以
来
、
国
連
に
関
す
る
知
識
の
普
及
や
、
加
盟
推
進
の
署
名
を
全

国
規
模
で
運
動
し
て
い
た
日
本
国
際
連
合
協
会
を
中
心
に
、
民
間
か
ら
も
国
民
大

会
を
求
め
る
動
き
が
起
こ
り
ま
し
た
。

一
九
五
七
年
三
月
八
日
、
官
民
一
体
で
の
「
国
連
加
盟
記
念
大
会
」
が
、
日
比

谷
公
会
堂
に
て
大
々
的
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
皇
太
子
殿
下
が
臨
席
さ
れ
た
ほ
か

多
く
の
出
席
者
で
会
場
は
満
員
と
な
り
、
バ
ル
コ
ニ
ー
で
国
連
旗
が
掲
揚
さ
れ
た

の
ち
、
岸
信
介
総
理
大
臣
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、
ハ
マ
ー
シ
ョ
ル
ド
国
連
事
務
総
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、
第
一
一
回
国
連
総
会
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報

告
会
、
箏
曲
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
史
料
四　

一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月
一
八
日

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
へ
の
決
議
案
原
文

展
示
史
料
五　

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
三
月
八
日

国
連
加
盟
記
念
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

展
示
史
料
六　

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
一
五
日
発
売

講
和
記
念
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
寄
贈
）

展
示
史
料
七　

国
連
加
盟
記
念
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
案

<
展
示
補
足
解
説>

§
「
東
西
の
か
け
橋
」

重
光
葵
外
務
大
臣
は
国
連
総
会
で
、
国
際
平
和
の
維
持
と
人
権
及
び
基
本
的
自
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由
の
尊
重
を
謳
う
国
連
憲
章
は
、
日
本
国
憲
法
前
文
に
表
さ
れ
た
日
本
国
民
の

信
条
と
完
全
に
合
致
す
る
と
述
べ
、
加
盟
国
と
し
て
国
連
活
動
へ
の
奉
仕
を
宣

誓
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
も
一
角
を
担
う
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
発
展
は
、

ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
的
向
上
が
基
礎
で
あ
る
と
し
て
、
国
連
と
加
盟
国
の
一
層

の
援
助
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
欧
米
と
ア
ジ
ア
の
両
文
明
を
融
合
し
た
現
在

の
日
本
は
、「
東
西
の
か
け
橋
」と
し
て
の
責
任
を
自
覚
す
る
と
演
説
し
ま
し
た
。

議
場
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ
、
各
国
代
表
は
降
壇
し
た
重
光
に
握
手
を
求
め

て
詰
め
か
け
ま
し
た
。こ
れ
に
感
激
し
た
重
光
は
、「
日
本
に
対
す
る
期
待
多
し
」

と
、
こ
の
日
の
日
記
に
書
き
綴
っ
て
い
ま
す
。

§
加
盟
記
念
大
会
で
の
報
告
会

加
盟
記
念
大
会
の
報
告
会
で
は
、
重
光
外
務
大
臣
と
と
も
に
日
本
代
表
と
し
て

加
盟
決
議
の
場
に
出
席
し
た
佐
藤
尚
武
元
外
務
大
臣
が
登
壇
し
ま
し
た
。
戦
前

の
国
際
連
盟
に
外
交
官
と
し
て
深
く
関
わ
っ
た
佐
藤
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
に
並
ぶ
加
盟
国
国
旗
に
掲
揚
さ
れ
た
日
の
丸
を
回
想
し
、「
他
の

七
十
九
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
旗
と
同
列
に
、
そ
し
て
高
く
も
な
く
、
ま
た
低

く
も
な
く
、
ま
つ
た
く
同
等
の
地
位
に
雄
々
し
く
翻
つ
て
い
る
」
と
感
慨
深
く

述
べ
、主
権
平
等
の
原
則
の
も
と
で
国
連
外
交
を
展
開
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
、

満
場
の
聴
衆
に
向
け
て
語
り
ま
し
た
。

§
「
国
際
連
合
の
歌
」
と
「
記
念
た
ば
こ
」

加
盟
と
前
後
し
て
、
国
連
へ
の
世
論
の
関
心
を
喚
起
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
、
官
民
を
挙
げ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
国
際
連
合
協
会
は
、
歌
を
普
及

活
動
に
用
い
ま
し
た
。
記
念
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
国

際
連
合
の
歌
」
は
、
歌
詞
公
募
の
結
果
、
大
分
県
の
岩
田
静
馬
の
入
選
作
に
、

慶
應
義
塾
の
応
援
歌
「
若
き
血
」
で
知
ら
れ
る
堀
内
敬
三
が
曲
を
つ
け
た
も
の

で
す
。
ま
た
外
務
省
は
、
日
本
専
売
公
社
か
ら
記
念
た
ば
こ
の
販
売
を
検
討
し

ま
し
た
。
先
例
と
し
て
平
和（
講
和
）条
約
記
念
事
業
を
参
照
し
つ
つ
、「
ピ
ー

ス
に
『
国
際
連
合
加
盟
記
念
』
の
文
字
を
入
れ
る
」
と
い
っ
た
、
包
装
デ
ザ
イ

ン
が
練
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
専
売
公
社
で
は
別
の
販
売
計
画
が
進
ん
で
お

り
、
結
局
「
国
連
加
盟
記
念
た
ば
こ
」
の
販
売
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

四
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画
（
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
）
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
へ

日
本
は
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
一
〇
月
六
日
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画
へ
の
加

盟
を
閣
議
決
定
し
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
開
始

し
ま
し
た
。
戦
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
、
高
度
成
長
期
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で

の
約
七
〇
年
間
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
国
際
社
会
の
責
任
あ
る
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

地
域
や
世
界
の
様
々
な
課
題
へ
の
取
組
に
貢
献
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
日
本
自
身

の
平
和
と
繁
栄
を
築
い
て
い
く
上
で
も
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

一
九
五
四
年
一
一
月
八
日
、
吉
田
茂
総
理
大
臣
は
、
終
戦
以
来
日
本
に
与
え
ら

れ
た
援
助
に
対
し
謝
意
を
表
明
す
る
た
め
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
、
演
説
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
関
係
諸
国
が
参
加
す
る
一
つ
の
機
関
に
よ
っ
て
援
助
が
実
施
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さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
興
諸
国
の
人
々
に
自
発
的
な
参
加
意
識
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
こ
の
点
で
コ
ロ
ン
ボ
計
画
に
期
待
を
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
六
〇
年
一
一
月
に
は
、
日
本
政
府
主
催
の
下
、
加
盟
二
一
か
国
の
代
表
が
一

堂
に
会
し
、
第
一
二
回
コ
ロ
ン
ボ
計
画
協
議
委
員
会
年
次
会
議
が
東
京
で
開
催
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
会
議
の
最
終
日
、
コ
ロ
ン
ボ
計
画
協
議
委
員
会
は
、

援
助
の
継
続
性
に
課
題
が
残
る
と
の
認
識
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
有
効
性
を
あ
ら

た
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

開
始
当
初
は
ア
ジ
ア
に
集
中
し
て
い
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
一
九
七
〇
年
代
後

半
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
充
さ
れ
、
分
野
も
多
様
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
日
本
は
初
の
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
や
太

平
洋
・
島
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｐ
Ａ
Ｌ
Ｍ
）
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
地
域
の
開
発
協
力
も
主

導
し
て
き
ま
し
た
。

展
示
史
料
八　

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
二
月
一
八
日

ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
経
済
協
力
に
関
す
る
閣
議
決
定

展
示
史
料
九　

一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
七
月
一
日

コ
ロ
ン
ボ
計
画
物
語 

そ
の
一
〇
年
の
歩
み
一
九
五
一-

一
九
六
一

展
示
史
料
一
〇　

世
界
の
紙
幣
、
切
手
に
な
っ
た
日
本
の
援
助
（
国
際
協
力
局
所
蔵
）

<

展
示
補
足
解
説>

§
コ
ロ
ン
ボ
計
画
（
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
）
と
は

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
提
唱
さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
の
国
々
の

経
済
や
社
会
の
発
展
を
支
援
す
る
協
力
機
構
の
こ
と
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
最
も
早
く
組
織
さ
れ
た
、開
発
途
上
国
援
助
の
た
め
の
国
際
機
関
で
す
。

日
本
は
、
戦
後
国
際
社
会
の
枠
組
み
に
復
帰
し
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
六
日
、

コ
ロ
ン
ボ
計
画
（
コ
ロ
ン
ボ
・
プ
ラ
ン
）
に
加
盟
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
政
府
は
、
閣
議
了
解

に
よ
り
、
こ
の
一
〇
月
六
日
を
「
国
際
協
力
の
日
」
と
定
め
、
国
際
協
力
へ
の

国
民
の
理
解
と
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

§
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
へ
の
感
謝

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
道
路
や
橋
，
発
電
所
、
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
か
ら
、
農
業
・
工
作
機
械
の
提
供
、
保
健
・
医
療
、
教
育
、
環
境
保
護
、
災

害
に
関
す
る
専
門
家
派
遣
と
い
っ
た
技
術
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ

れ
、
各
国
の
発
展
や
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
ま
し
た
。
一
九
七
八
年
以
降
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
地
域
ま
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

各
国
で
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ 

に
よ
る
支
援
を
記
念
し
て
紙
幣
や
切
手
が
発
行

さ
れ
て
お
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
へ
の
信
頼
感
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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展
示
史
料
一

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
八
月
一
四
日

条
約
局
・
国
際
協
力
課
作
成
「
国
際
連
合
加
入
問
題
と
見
透
し
」

展
示
史
料
二　
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
七
日

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
受
諾
演
説
の
原
稿

原稿は全長 30 ｍ、巻紙にして直径約 10㎝で、外国人記者からは「トイレット・
ペーパーのようだ」と評された。字も巧拙太細が混在していたことから、のち
に吉田は「こんな読み辛い原稿は初めてだった」と回想している。
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展
示
史
料
三　
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
八
日
署
名

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
（
日
本
国
と
の
平
和
条
約
）

認
証
謄
本

史
料
写
真　
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
二
月
二
五
日

Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
へ
の
拠
出
に
関
す
る
閣
議
了
解
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展
示
史
料
四　
一
九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
一
二
月
一
八
日

日
本
の
国
際
連
合
加
盟
へ
の
決
議
案
原
文

展
示
史
料
五　
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
三
月
八
日

国
連
加
盟
記
念
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム



－ 31 －

「平和国家としての歩み」について

展
示
史
料
六　
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
九
月
一
五
日
発
売

講
和
記
念
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
寄
贈
）

展
示
史
料
七

国
連
加
盟
記
念
た
ば
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
案

サンフランシスコ平和条約の記念として全国で販売された。デザイナーは谷益三。

国連の公式カラーである青を基調とし、１案には地球が、もう１案には平和の
象徴である鳩とオリーブがモチーフになっている。
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展
示
史
料
八　
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
一
二
月
一
八
日

ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
経
済
協
力
に
関
す
る
閣
議
決
定

展
示
史
料
九　
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
七
月
一
日

コ
ロ
ン
ボ
計
画
物
語　

そ
の
一
〇
年
の
歩
み
一
九
五
一
‐
一
九
六
一

第五次吉田内閣が策定したアジア諸国への経済協力に関する基本方針。「相手
国の立場を尊重し、かつ国連及び第三国の計画に対し積極的に協力する」との
方針を受けて、コロンボ計画への加盟に向けた関係諸国との交渉が本格化した。

途上国援助のための「コロンボ計画」発足 10 年を記念して、コロンボ計画協
議委員会が作成した小冊子を外務省が邦訳したもの。
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展
示
史
料
十

世
界
の
紙
幣
、
切
手
に
な
っ
た
日
本
の
援
助
（
国
際
協
力
局
所
蔵
）

①　ヨルダン川西岸と東岸をつなぐキング・フセイン橋
②　「食糧増産計画（２ＫＲ）20 周年記念切手」
　　（ブータン国王による改良鋤の実演・切手）
③　メコン川と「つばさ橋」と「きずな橋」（カンボジア・紙幣）
④　パクセー市とタイをつなぐパクセー橋（ラオス・切手）
⑤　日本からのＯＤＡ 50 周年記念（パキスタン・切手）

①

②

③

④

⑤
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特別展示「平和国家としての歩み」関連年表

年 日本の国際社会への貢献 主な出来事

1945 ・国際連合設立

1947 ・日本国際連合協会発足

1948 ・第一次中東戦争勃発、パレスチナ難民の発生

1950
・朝鮮戦争勃発
・トルーマン米大統領、対日講和予備交渉の開始を声明
（9.14）

1951
・国連教育科学文化機関（UNESCO)等への加盟
・国連児童基金（UNICEF）への拠出開始

・サンフランシスコ平和条約、日米安全保障条約署名
(9.8)

1952 ・国連拡大技術援助計画（UNEPTA）への拠出開始

1953
・アジア諸国に対する経済協力に関する閣議決定（12.18）
・国連パレスチナ難民救済事業機関（UNRWA）への拠出開始
（12.25）

1954
・コロンボ・プラン加盟(10.6)、技術協力開始
・ビルマ連邦(現ミャンマー)と賠償・経済協力に関する協定署
名(11.5)

1956 ・国連加盟(12.18) ・日ソ共同宣言(10.19）

1957 ・国連加盟記念大会開催（3.8）

1958
・国連安保理の非常任理事国に初選出（～1959年、以降11回
選出）

1960 ・コロンボ・プラン協議委員会第12回会議を東京で開催

1969 ・開発途上国へ無償資金協力開始

1973 ・第一次石油危機

1976 ・核兵器不拡散条約（NPT）批准

1978 ・政府開発援助（ODA）アジア中心からグローバル展開へ

1987 ・国際緊急援助隊の派遣に関する法律施行（9.16）

1990 ・湾岸危機（～1991年）

1991
・緒方貞子氏、国連難民高等弁務官（UNHCR）に就任（～
2000年）

・ソビエト連邦崩壊

1992

・明石康氏が、UNTAC事務総長特別代表に就任（～1993年）
・国際平和協力法（PKO法）施行(6.19)
・最初のODA大綱（現・開発協力大綱）策定
・国連平和維持活動（PKO）として国連カンボジア暫定統治機
構 （UNTAC）へ要員派遣

1993 ・アフリカ開発会議（TICAD）プロセスの開始

1994
・日本提案の「核兵器の究極的廃絶に向けた核軍縮決議案」が
国連総会で採択

1997 ・初の太平洋・島サミット（PALM)開催


